
 
図 1.NDI-MOF74-NiFe と NDI-MOF74-CoFe における

XAFS スペクトル。比較として測定した Fe foil は透

過法にて測定した。(a)Fe-K 端の XANES スペクトル

(エネルギーに対するプロット) (b) EXAFS スペクト

ル(波数に対するプロット)(c)フーリエ変換後の

EXAFS スペクトル（d）NDI-MOF74-NiFe の EXAFS スペ

クトルの Wavelet 変換 
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1．背景と研究目的 

多孔性配位高分子(MOF)は、金属と有機配位子が配位結合で連結した結晶性の多孔質材料であり、優

れた設計性やそれに起因した多彩な機能性を有しており、近年盛んに研究がなされている。特に２種類

の MOF を連結した MOF-on-MOF 材料は、複数の機能性を併せ持った高機能材料を合成できる可能性が

あることから注目を集めている。これまでに MOF-on-MOF 構造を合成するための様々な方法が提案さ

れてきた。[1―3]本実験では、２種類の MOF を連結した、MOF-on-MOF 試料における MOF の配位構造に

ついて調べるために、金属イオン第一配位圏の情報を X 線吸収法(XAFS)により明らかにすることを目

指した。 

 

2．実験内容 

Zn2+と terephthalic acid で構成される MOF である[Zn4O(bdc)3] (MOF-5)の微結晶に、MOF-74 と似た構

造を持つ新規の混合金属型 MOF である NDI-MOF74-NiFe もしくは NDI-MOF74-CoFe を成長させた試料

を合成した。試料中の Fe の充填量が低いため、粉末試料をプラスチックバッグに充填し、蛍光法によ

り測定を行った。 

 

3．結果および考察 

今回得られたXAFS測定結果を図 1に示す。

Fe-K 吸収端 XANES スペクトルでは、Fe(II)

に特有の～7135 eV のピークが見られた（図

1a）。また XAFS より得られた動径分布関数

からは、Fe-O 構造に対応する 1.5 Å 付近にピ

ークが観測された（図 1bc）。NDI-MOF74-NiFe 

の XAFS について Wavelet 変換を行ったとこ

ろ[4]、Fe-O の単成分のスペクトルであること

が 確 認 で き た 。 NDI-MOF74-NiFe と

NDI-MOF74-CoFe を比較すると、XAFS ピー

クはほぼ一致しており、これらに含まれる

Fe の配位構造が同じ構造をとっていること

が示唆された。今後、様々なさらに構造解析

をすすめ、構造と物性に関してより詳細な知

見を得るつもりである。 
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